










氏 名 あ東ずま 司
博士の専攻分野の名称 博 士 (医学)
学位記番号 第 1 1 9 8 5 号

















実験1 : DSM -II -R*により解体型神経分裂病と診断された男子患者27名で，このうち臨床上空笑がみられる者 14
名(空笑群，平均48.2 :t 13.2 歳) ，みられない者 13名(非空笑群，平均 48.9 :t 10.0歳)であり，対照として男子正常
者 15名(正常群，平均 39.9 :t 12.7 歳)を用いた。
実験 II : DSM -II -R により解体型精神分裂病と診断され，かっ臨床上空笑のみられる男子患者 12名(空笑群，平


























実験II: 正常群では， 45分間の実験中に笑いの筋放電は 12名中 5名に合計 14回出現したが，空笑群では笑いの筋放
電は 12名中 10名に合計 91 回と明らかな差がみられた。また，正常群では「了解可能な笑い」が 7 1.4% と大部分であ
るのに反し，空笑群では 12.1 %に過ぎず， r了解不能な笑い」が 60.4%で， r思考なしの笑いJ が 27.5%を占め，空笑
の多くが快感情の結果もたらされたのではないことが示された。また，空笑群の 91 回の笑いの筋放電に際して幻聴の







脚注)・: Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders (Third Edition -Revised) の略
論文審査の結果の要旨
精神分裂病患者の空笑については，これまで精神病理学的な検討を行った少数の研究があるに過ぎない。本研究では，
空笑を笑いの際に主として活動する大頬骨筋筋放電をホルタ一心電計を改造した長時間筋電図記録装置を用いて記録
し，その特徴を精神生理学的に検討するとともに，他人との交流の有無による影響についても調べた。また，空笑の際
の思考内容について，それを示す筋放電がみられた直後に聴取することにより検討を行った。
長時間筋電図記録装置を用いて記録された空笑の筋放電は， 75--100μVの振幅で漸増・漸減する群発波の形を示し
持続時間は通常の笑いより長い場合が多いことが明らかになった。また，空笑が一人でいるときに多く出現し，他人と
の交流や精神緊張により抑制されることが計量的に示めされ，これは従来の臨床観察による所見を裏づけるものである。
空笑の際の思考内容では，笑いを誘う快の思考がある場合は少なく，笑いと無関係にみえることを考えている場合や，
何も考えていないとする場合が多く，空笑は笑いを抑制する機構の減弱により自動的に出現する可能性が示唆された。
これらの知見は，精神分裂病の病態の理解に寄与するものであり，学位に値するものと考えられる。
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